
おかがみ

さつき風、岡上に雲、動く＿
日本社会臨床学会第６回総会

これまでの社臨・これからの社臨

時：1998 年 5月 1日（金）14:00 ～ 5月 3日（日）15:00

於：東京・和光大学

東京都町田市金井町2160

小田急線鶴川駅下車徒歩15分（1日、2日は駅から大

学までスクールバスがあります。）

13:30 受付
14:00～ 17:00 定期総会および報告・討論

第 I部 定期総会

第 II部 報告と討論　「これまでの社臨　これからの社臨」

（報告）篠原睦治、（コメント）秋本まち子、浜田寿美男、山野良一、（司会）武田利邦、島根三枝子
18:00～ 20:45 〈トーク&コンサート〉　死と弔いの「意味」

コンサート ［福島泰樹、絶叫コンサート］あるボクサーの死
トーク 「死と弔いの『意味』―私と家族と国家のはざまで―」

八木晃介、宮崎哲弥、福島泰樹、（司会）小松美彦

9:00 受付
10:00～ 15:30 分科会

分科会 I 「老いと介護をめぐって」
花崎皋平、浪川新子、高石伸人、加藤彰彦

分科会 II 「精神医療は改革されてきたのか」
多田道夫、根本俊雄、三輪寿二、篠原睦治

分科会 III 「学校と教育を解読する」
武田利邦、伊部篤、広瀬隆士、森重雄、竹村洋介、佐々木賢

分科会 IV 「ボランティアをどう考えるか」
最首悟、斉藤亮人、阿木幸男、平井秀典

分科会V 「日本を生きる」
ツルネン・マルテイ、ユンチョジャ、テレウゼ好子、桑江博幸、ロバート・リケット、中島浩籌

16:00～ 17:30 記念講演
「描くこと、書くこと、そして触ること」

（講演）川添修司
18:00～ 20:30 交流会

9:00 受付
10:00～ 15:00 全体会

「資格・専門性は必要か、幻想か―臨床現場から考える―」

（発題）我妻夕起子、三浦高史、戸恒香苗、（指定討論）飯島勤、木之下孝利、山下恒男
（司会）赤松晶子、林延哉

参加費：

全期間通し：2000 円

学生など若者：1000 円

〈トーク&コンサート〉のみ：1000 円

（交流会参加の方は参加費3000 円別途）

5月1日

5月2日

5月3日

プログラム　

ど
な
た
も
ご
自
由
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

川添修司、岡上フィールド・スケッチ展

～その風土を歩く～

J401教室前（期間中）

田中哲朗ミニコンサート

5月2日、交流会にて

■総会期間中、喫茶室を開いていま

す。お気軽にどうぞ。（3階、H302）

■ 1日目夕食、2、3日目昼食は、和

光大学生協食堂でとれます。

■書籍販売コーナーもございます。

お問い合せ

総会実行委員会（tel.020-904-2837、4月～5月のみ）

学会事務局（tel.029-228-8314　fax.029-233-0839）


